
 

 

 

 

 

 

 対称反射プロファイルから ND方向の逆極点表示に関して 
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概要 

 ＯＤＦ解析結果の逆極点ではあらゆる方向の解析が行われているので等高線描画が行えるが、 

   対称反射プロファイルから解析される逆極点では、解析線が確認出来る面の法線方向のみで 

   Ｆｅでは１２方向しか得られない。 

   プロファイルから計算する逆極点では、積分強度とピーク強度の手法があるが、積分強度ではピーク全体 

   を評価しているが、ピーク強度では広がりが表現出来ていない。 

   今回、ピーク強度の場合、ピークの広がりを計算し、逆極点図の広がりとして表現を行ってみました。 

    

ピーク強度逆極点の場合、FWHM=積分強度／ピーク強度＊２／３とし、Ｇａｕｓｓ関数で広げています 

 

対応ソフトウエア 

 ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌソフトウエア（Ver1.16） 

  解析手法にＰｅａｋ＆ＦＷＨＭを追加 

   

  ピーク強度計算時、入力ファイルホルダにＦＷＨＭ．ＴＸＴを作成 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエア（Ver1.16） 

  ＦＷＨＭ．ＴＸＴファイルが作成されていれば、逆極点の広がり（＝１０ｄｅｇ）に 

  計算ＦＷＨＭを利用する。 

 

 

 

 

 

 



テストデータ比較 

 

 

FWHM=10deg 

 

FWHM.TXTデータ 

 

 



Ｐｅａｋ等高線 

 

 

 

Ｐｅａｋ＆ＦＷＨＭ等高線 

 



従来の表現も利用出来ます。 

 

指数表示 

 

Ｖａｌｕｅ表示 

 


